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   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
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   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 413/14    ＣＳＰ　
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   Ａ６１Ｋ  31/454   　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０３　
   Ａ６１Ｐ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月2日(2014.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式(I)
【化１】

｛式中、
mは、1または2を表し、
nは、1、2または3を表し、
R1は、ヒドロキシルまたはシアノを表し、
および
R2は、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニル、トリフルオロメチルス
ルホニル、ペンタフルオロスルファニルまたは式
【化２】

（式中、*は、フェニル環との結合点を表し、
R3AおよびR3Bは独立してフッ素またはメチルを表すか
または
互いに一体となってそれらが結合する炭素原子と一緒に、シクロプロパン-1,1-ジイル、
シクロブタン-1,1-ジイル、シクロペンタン-1,1-ジイル、シクロヘキサン-1,1-ジイル、
オキセタン-3,3-ジイルまたはテトラヒドロ-2H-ピラン-4,4-ジイル環を形成し、
R4は、水素、フッ素、メチル、トリフルオロメチルまたはメトキシを表す。｝の基を表す
。｝
の基を表す。）
の化合物またはその塩、溶媒和物または塩の溶媒和物。
【請求項２】
　請求項1に記載の式(I)

【化３】

｛式中、
mおよびnは、独立して1または2を表し、
R1は、ヒドロキシルまたはシアノを表し、
および
R2は、トリフルオロメチル、トリフルオロメトキシ、トリフルオロメチルスルファニルま
たは式
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【化４】

（式中、
*は、フェニル環との結合点を表し、
R3AおよびR3Bはいずれもメチルまたは互いに一体となってそれらが結合する炭素原子と一
緒に、シクロプロパン-1,1-ジイル、シクロブタン-1,1-ジイル、オキセタン-3,3-ジイル
またはテトラヒドロ-2H-ピラン-4,4-ジイル環を形成し、
および
R4は、水素、フッ素、メチルまたはトリフルオロメチルを表す。）
の基を表す。｝
の化合物またはその塩、溶媒和物または塩の溶媒和物。
【請求項３】
　請求項1または2に記載の式(I)
｛式中、
mおよびnはいずれも1または2を表し、
R1は、ヒドロキシルまたはシアノを表し、
および
R2は、トリフルオロメトキシまたは式

【化５】

（式中、
*は、フェニル環との結合点を表す。）
の基を表す。｝
の化合物またはその塩、溶媒和物または塩の溶媒和物。
【請求項４】
　請求項1、2または3に記載の式(I)
（式中、
R1は、ヒドロキシルを表し、
および
m、nおよびR2はそれぞれ請求項1、2または3のいずれかに記載した意味を有する。）
の化合物またはその塩、溶媒和物または塩の溶媒和物。
【請求項５】
　式(I-PD)
【化６】

｛式中、m、nおよびR2はそれぞれ請求項1ないし4のいずれかに記載した意味を有し、
および
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RPDは、式
【化７】

（式中
#は、酸素原子との結合部位を表し、
R5は、水素または(C1-C4)-アルキルを表し、
および
R6AおよびR6Bはそれぞれ独立して水素またはメチルを表す。）
のプロドラッグ基を表す。｝
の化合物またはその塩、溶媒和物または塩の溶媒和物。
【請求項６】
　請求項5に記載の式(I-PD)
｛式中、RPDは、式
【化８】

（式中、
#は、酸素原子との結合部位を表す。）
のプロドラッグ基を表す。｝
の化合物またはその塩、溶媒和物または塩の溶媒和物。
【請求項７】
　式(II)

【化９】

（式中、R2は請求項1ないし4のいずれかに記載した意味を有し、
および
Xは、臭素またはヨウ素を表す。）
の化合物を、適切なパラジウム触媒および塩基の存在下、式(III)
【化１０】

（式中、
m、nおよびR1はそれぞれ請求項1ないし4のいずれかに記載した意味を有する。）
の化合物とカップリングさせ、
そして生成した式(I)の化合物を、場合によりそれらのエナンチオマーおよび/またはジア
ステレオマーに分離し、および/または適切な(i)溶媒および/または(ii)酸を用いて、溶
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媒和物、塩および/またはそれらの塩の溶媒和物に変換することにより特徴付けられる請
求項1ないし4のいずれかに定義される式(I)の化合物の製造方法。
【請求項８】
　式(I-A)
【化１１】

（式中、m、nおよびR2はそれぞれ請求項1ないし4のいずれかに記載した意味を有する。）
の化合物を、式(VIII)
【化１２】

の化合物またはRPDが請求項5または6に定義される、この化合物の活性化形態を用いて慣
用される方法によりエステル化し、
生成した式(I-PD)の化合物を、場合によりそれらのエナンチオマーおよび/またはジアス
テレオマーに分離し、および/または適切な(i)溶媒および/または(ii)酸を用いて、溶媒
和物、塩および/またはそれらの塩の溶媒和物に変換することにより特徴付けられる請求
項5または6に定義される式(I-PD)の化合物の製造方法。
【請求項９】
　癌または腫瘍の処置および/または予防のための医薬の製造における請求項1ないし6の
いずれかに記載の化合物の使用。
【請求項１０】
　虚血性心血管疾患、心不全、心筋梗塞、不整脈、卒中、肺高血圧、腎臓および肺の線維
性疾患、乾癬、糖尿病性網膜症、黄斑変性症、リウマチ性関節炎およびチュバシュ赤血球
増多症の処置および/または予防のための医薬の製造における請求項1ないし6のいずれか
に記載の化合物の使用。
【請求項１１】
　請求項1ないし6のいずれかに記載の化合物を1種以上の不活性で、非毒性の、薬学的に
適切な添加物と組み合わせで含む医薬。
【請求項１２】
　請求項1ないし6のいずれかに記載の化合物を1種以上のさらなる活性成分と組み合わせ
て含む医薬。
【請求項１３】
　癌または腫瘍の処置および/または予防のための請求項11または12に記載の医薬。
【請求項１４】
　虚血性心血管疾患、心不全、心筋梗塞、不整脈、卒中、肺性高血圧、腎臓および肺の線
維性疾患、乾癬、糖尿病性網膜症、黄斑変性症、リウマチ性関節炎およびチュバシュ赤血
球増多症の処置および/または予防のための請求項11または12に記載の医薬。


	header
	written-amendment

